
［成果情報名］モリブデンブルー発色を利用したL-アスコルビン酸の分析法

［要約］リン・モリブデン酸錯塩の還元による発色を利用して、イチゴ等のL-アスコルビ

ン酸（還元型ビタミンC）の濃度を測定できる。
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［背景・ねらい］

L-アスコルビン酸は果実の栄養成分、機能性成分として重要な品質項目である。一般に

その測定は HPLC 法や滴定法などによって行われるが、生産指導の現場等においては、機

器の整備、作業時間、測定の煩雑性などの点から実施が困難である。

このため、生産指導現場等においても実施が容易な測定方法の開発が求められている。

［成果の内容・特徴］

１．リン・モリブデン酸錯塩の還元による発色を利用して、イチゴ等の L-アスコルビン

酸（還元型ビタミンＣ）濃度を定量できる（図１、２）。

２．発色試薬は 1)４％モリブデン酸アンモニウム 30ml 2)0.2 ％リン酸１カリウム 10ml

3)2.5M 硫酸 50ml を混合し作成する。発色試薬は安定しており、室温で数ヶ月以上保

存が可能である。なお L-アスコルビン酸標準液はそのつど作成する必要がある。

３．分析方法は、試験管内で発色試薬とイチゴ等果汁の希釈液（純水による希釈）を等量

混合し、40 ℃のウォーターバスの中で、20 分間反応、発色させる。発色は室温で数時

間以上安定しており、発色液を室温に戻してから吸光度（λ＝ 880nm）を測定する。L-

アスコルビン酸の標準液（０～ 100mg/L）と比較し、濃度を計算する。

４．リン・モリブデン酸錯塩は L-アスコルビン酸による還元によって、定量的に発色す

る。発色は濃いブルーで、イチゴ等に多く含まれ、滴定分析の障害になっているアン

トシアニンと吸収波長帯が大きく異なり、アントシアニン色素の影響を受けにくい。

５．本法は慣行法のヒドラジン法やインドフェノール法と比較し手順が単純で、簡便であ

る。滴定法で問題になるアントシアニンの色素の妨害を受けにくい。なお発色試薬は

発色に十分量のリン酸を含むため、果汁中のリン酸の影響は受けない。

［成果の活用面・留意点］

１．発色液の吸光度は温度によって変化するので、室温に戻ってから測定する。

２．L-アスコルビン酸の抽出液を使用する場合、メタリン酸は発色を遅延させるため、５

％トリクロロ酢酸（ＴＣＡ）を使用する。

３．本法で測定できるのは還元型ビタミンＣのみであり、酸化型は測定できない。

４．本法は生産指導現場における農産物等の品質評価において活用できる。



［具体的データ］

＊ AsA は L-アスコルビン酸の略

＊＊検体はイチゴ、ミカン、トマト、ユズ

＊＊＊比較対照のＨＰＬＣ法は分離にＯＤＳカラム、検出にＵＶ検出器を使用

した。
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図2 モリブデンブルー法とHPLC法の相関
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図1  モリブデンブルー法によるアスコルビン酸の検量線


